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「

要
旨

臼
サ
ン
ル
川

は
、
天
塩
川

の
支
流
名
寄

川

の
支

川

で
、
天
塩
川
流
域
面
積

の
三
%
を
占

め
る

に
す
ぎ

な

い
川

で
あ
る
が
、
多
く

の
サ
ク
ラ

マ
ス
が

遡
上
す

る
河
川
と
し
て
知
ら

れ
て

い
る
。
サ
ク
ラ

マ
ス
が
曲豆

富

に
遡
上
す
る
要
因

と
し

て
、
ダ

ム
な
ど

の
河
川
横

断

工
作
物

が
ほ
と
ん
ど
な
く
、
サ
ク
ラ

マ
ス

の
幼
魚

ヤ

マ
メ
が
生
息
す

る
た
め
に
必
要
な
河
畔
林

と
水
生

昆
虫
が
豊

か
で
あ
り
、
底
質
が
産
卵

に
適
し

て
い
る

こ
と
が
推
定

さ
れ
た
。

サ
ン
ル
川
に
ダ

ム
建

設
が
検

討
さ
れ
て

い
る
が
、

サ
ン
ル
川

の
豊

か
な
環

境
を
認

識
し
、
保
全
方
策
を
検
討
す

る
中
で
ダ

ム
建

設

の
是

非
を
問
う

べ
き
で
あ

る
。

天
塩
川
は
道
央

に
あ

る
天
塩
岳
を
源
流

と
し

て
、
北
上

し

て
士
別
市

を
経

て
、
名
寄
市

で
名
寄
川

と
合

流

し
て
、

天
塩
町

で
日
本
海

に
注
ぐ
、
長

さ
二
五
六
㎞
の

日
本

で
は

四
番
目

に
長

い
川

で
あ

る
。

サ
ン
ル
川
は
、
名

寄
川

の
支

流

で
、
流
域
面
積

は

一
八
二
㎞
で
あ
る
。
天
塩

川

の
流
域

面
積

は
五
五
九
〇

㎞
、
名
寄
川

の
流
域
面
積

は
七
〇
〇
㎞

な

の
で
、
サ

ン
ル
川

は
そ

れ
の
二
六
%

を
占

め
、
天
塩
川

全
体

の
流
域
面
積

の
三
%
を
占

め
る
。

こ
の
川

は
、
以
前

か
ら
釣
師

な
ど
か
ら

は
ヤ

マ
メ
の
多

い
川

と
し

て
知
ら
れ

て
い
た
が
、
最
近

に
な

っ
て
サ
ン
ル
ダ

ム
が
計

画

さ
れ

て

い
る
こ
と

に
よ

っ
て
、
広
く
知
ら
れ
る
よ
う

に
な

っ
て
き

た
。
サ

ン
ル
ダ

ム
を
含

む
天
塩
川

の
河
川
整
備

計
画
を
検

討
す

る
天
塩
川
流
域
委
員
会

で
は
、
な
ぜ

サ
ン

ル
川

に
サ

ク
ラ

マ
ス
が
豊
富
な

の
か
に

つ
い
て
は
ま

っ
た
く
検
討
さ

れ
な

か

っ
た
。
サ
ン
ル
川

に
サ
ク
ラ

マ
ス
が
多
く

遡
上
し
、

サ
ク
ラ

マ
ス
の
幼
魚

で
あ

る
ヤ

マ
メ
が
豊
富

で
あ

る
環
境

要
因

に

つ
い
て
検
討
し
、

サ
ン
ル
ダ
ム
建
設

の
問
題
を
考

え

て

み

る

。

る

た

め

に

、

用

い

た

。

サ
ン
ル
川
の
ヤ
マ
メ
の
生
息
密
度
を
検
討
す

天
塩
川
流
域
委
員
会
で
公
開
さ
れ
た
資
料
を

1
.

サ
ク

ラ

マ
ス
の
生

活

史

と

北

海
道

に

お

け

る
サ

ク

ラ

マ
ス
漁

業

"

サ
ク

ラ

マ
ス

の
生
活

史

サ
ク
ラ

マ
ス
は
、
個
体
問

の
違

い
や
地
域

に
よ
り
異
な

り
、
体
長
が
三
五
～
七
〇

㎝
、
体
重
が
○

・
五
～

四
㎏

の

サ
ケ
の

一
種

で
あ

る
。
名
前

は
、
桜

の
咲
く
頃
河
川
遡
上

を
始

め
る
か
ら
と

か
、
魚
肉

の
色
が
美
し

い
桜
色

に
由
来

し
て

い
る
と
言
わ
れ

て
い
る
。

サ
ク
ラ

マ
ス
は
川

か
ら
海

に
降

り
て

(降
海
)
大
き
く
育

っ
た
も

の
を
言

い
、
河
川

に
育

つ
も

の
は
ヤ

マ
メ
と
呼
ば
れ

る
。
サ
ク
ラ

マ
ス
の

一

つ
の
特
徴
は
川

の
源
流
部
付
近
ま

で
遡
上
し
て
産
卵
す
る

こ
と
で
あ

る
。
秋

か
ら
冬
に
源
流
部

で
艀
化

し
た
仔
魚
は

春

ま
で
砂
利

の
中

で
過
ご
す
。
体
長
三
〇

㎜
程
度

の
稚
魚

が
遊
泳
生
活
を
始
め

る
の
は
春

に
な

っ
て
か
ら

で
あ
る
。

次

の
年

の
春
ま

で
約

一
年
間
を
幼
魚

(ヤ

マ
メ
)
と
し
て

川
で
体
長

=

○
～

一
五
〇

㎜
に
成
長
す
る
。

ヤ

マ
メ
の

重
要
な
餌
は
水
生
昆
虫
で
あ

る
の
で
、
ヤ

マ
メ
の
成
長
に

は
河
川

の
生
産
力
が
豊
か
で
あ

る
こ
と
が
必
要

で
あ
る
。

ま
た
森
林

か
ら

の
落
葉
も
食
物
連
鎖
を
通

じ
て
サ
ク
ラ

マ

ス
の
栄
養
源
と
な
り
、
樹
林

か
ら

の
落
下
昆
虫
も
餌
と
な

る
。
艀
化
後

二
年
目

の
春

に
な

る
と
、
こ
の
幼
魚

の
中

か

ら
北
海
道

で
は

メ
ス
の
ほ
と
ん
ど
と
オ

ス
の
約
半
分
が
銀

色

(銀
毛
)
に
変
化

し
て

(こ
れ
を

ス
モ
ル
ト
化
と
呼
ぶ
)
、

川
を
下

っ
て
降
海
す
る
。
メ
ス
と
オ

ス
の
降
海

の
割
合
は
、

地
域

に
よ

っ
て
異
な
る
。
残

っ
た
オ

ス
は
引

き
続
き
ヤ

マ

メ
と
し
て
成
長
す

る
。

ス
モ
ル
ト
は
河
口
か
ら
海

に
出

る

と
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
海

に
移
動
し
て
、
夏
か
ら
秋
を
過
ご
し
、
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晩
秋

に
再
び
日
本
周
辺

に
戻

っ
て
く

る
。
春

に
な
る
と
、

生

ま
れ
た
川
を
遡
上
し
始
め
て
、
秋

に
産
卵
後

死
ぬ
の
で
、

寿
命

は

一
般
的

に
は
満
三
年
と

い
う

こ
と
に
な
る
。
し
か

し
、
例
外
も
あ

る
。
河
川
内
で

の
成
長
不
良

に
よ
り
、
河

川
生
活
期
が
通
常

よ
り

一
年
長

く
な

っ
た
個
体

の
場
合
、

そ
の
寿
命

は
四
年

で
、
稀

に
三
年
半

の
河
川
生
活
期

の
後
、

降
海

し
、

五
年

の
寿
命
を
全
う
す
る
個
体

も

い
る
。
サ
ク

ラ

マ
ス
は
、

三
年

の
う

ち
の
艀
化
後
約

一
・
五
年

と
三
年

目
に
川

を
遡

上
す
る
約
○

・
五
年

の
合
計
約

二
年
間
を
河

川
で
過
ご

す

の
で
、
河
川
環
境

の
変
化

の
影
響

を
受
け
や

す

い
。

ロ

サ

ク

ラ

マ
ス
稚

魚

・
幼

魚

の
放
流

サ
ケ

の
放
流
事
業

で
は
、
秋

に
親
魚

か
ら
採
卵

し
て
、

艀
化
さ
せ
た
稚
魚
を
翌
年

の
春
ま
で
飼
育

し
て
、

一
定

の

大
き
さ

に
な
る
と
放
流

し
て
い
る
。
サ
ク
ラ

マ
ス
の
稚
魚

は
艀
化
後

一
年
以
上
経

た
翌

々
年

に
降
海

す
る

の
で
、
放

流
は
サ
ケ

の
場
合
と
異
な
る
。
北
海
道

立
水
産
艀
化
場

の

資
料

に
よ
る
と
、
放
流
は
、
サ
ケ
と
同
じ
翌
年

の
春

(0
+

春
)
、
翌
年

の
秋

(
0
+
秋
)
お
よ
び

翌
々
年

の
春

(1
+

春

日
ス
モ
ル
ト
)

に
放
流
す

る
三
ケ
ー

ス
が
あ
る
。

こ
れ

ら
は
サ
ケ

の
場
合
と
比

べ
て
困
難
を
伴

う
。

0
+
春

の
稚

魚

は
、
放
流
後
さ
ら

に

一
年
河
川
生
活
を
過
ご

す
の
で
、

そ
の
間

に
減
耗
す
る
。
0
+
秋

お
よ
び
ー

+
春

の
幼
魚

は
、

放
流
後

の
減
耗
は
少
な
く
な
る
が
、
飼

育
期
間
が
長
く
、

そ
れ
だ
け
経
費
が
必
要
と
な
る
。
図

1
に
、
二
〇
〇

一
～

二

〇
〇
三
年

の
北
海
道

に
お
け
る
放
流
尾
数
を
示
し
た
。
北

海
道

で
は
四
二
水
系

の
河
川
に
放
流
を
行

っ
て
い
る
が
、

多

く
が

0
+
春

の
稚
魚
で
、
全
体

の
六
〇
～
七
〇
%

(
四

八
○
万
～

六
二
〇
万
尾
)
、
0
+
秋
が

一
〇
～

]
七
%

(九

五
万
～

一
六
〇
万
尾
)
、

1
+
春
が

二
〇
%

(
一
六
五
万
～

二
〇
〇
万
尾
)

で
あ

る
。
天
塩
川

で
は
、

二
〇
〇

一
年

に
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図1サ クラマス稚魚 ・幼魚の放流尾数

1

+
春

が

一
・
四
万
尾
、
二
〇
〇

二
年

に
ー
+
春

が
四

・

一
万
尾
、

二
〇
〇
三
年

に
0
+
春

六

・
二
万
尾
、

0
+
秋

三

・
一
万
尾
、

1
+
春

五

・
三
万
尾
放
流
さ
れ

て

い
る
。

B

北

海
道

サ
ク

ラ

マ
ス
資
源

の
減

少
要
因

北
海
道

で
は
サ
ク
ラ

マ
ス
の
放
流
事
業
を
継

続

し
て

い

る

(
一
九
七
〇
年
以
降
で
は
五
〇
〇
～

一
、

二
〇
〇

万
尾
)

が
、
北
海
道
沿
岸

に
お
け
る
漁
獲
量

は
減
少

の

一
途

を
た

ど

っ
て

い
る

(図

2
)。
参
照

と
し
て
サ
ケ

(
シ
ロ
ザ

ケ
)

の
放
流
数

と
漁
獲
量

の
関
係

を
図
3

に
示
す
が
、

シ

ロ
ザ

ケ

の
場
合

に
は
放
流
尾
数
が
増
加

す
る
と
と
も

に
漁
獲
量

が
増
加
し
て

い
る
。

こ
の
よ
う

に
資
源
が
減
少

し
て

い
る

要
因
と
し
て
、
以
下
の
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
(1
)
サ
ク

ラ

マ
ス
は
サ
ケ
と
異
な
り
、
資

源
全
体

に
占
め
る

野
生

(天
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北海 道 に おけ るサ クラマ ス放 流尾 数 と漁獲 量 の推 移(北 海 道 立水産 艀 化場

資料 か ら引 用)。1970～1980年 の漁 獲量 は、サ クラ マス とカ ラ フ トマ スの両

種 を合計 して 「マ ス」 として北 海 道水産 現 勢 に記載 され て い るので、 水産

現勢 の 「マ ス」 漁獲量 か ら推定 した数量 であ る。

図2

然
)
資
源

の
割
合
が
極

め
て
高

い
、
(2
)
再
生
産
環
境

(河

川
)

の
大
幅

な
改
変
が
、
野
生
資
源
を
減
少
さ
せ
た
可
能

性
が
高

い
。

と
く

に
、
遡
上
や
降
海

の
障
害
と
な
り
、
再

生
産
場
所
を
消
失

さ
せ
る
ダ

ム
の
影
響

は
大
き

い
と
考

え

ら
れ
る
、
(
3
)
放
流

も
行
わ
れ
て
い
る
が
、
河
川

へ
の
依

存
度
が
高
く
、
放
流
数
も
少
な

い
た
め
、

そ
の
効
果
は
限

定
的

で
、
野
生
資
源

の
減
少
を
補
償

す
る
こ
と
は
困
難

で

あ

る
。
サ
ク
ラ

マ
ス
資
源

を
回
復
す
る
た
め
に
は
、
野
生

魚
が
十
分

に
再
生
産

で
き
る
環
境
作

り
が
必
須
と
考
え
ら

れ
る
。
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北 海道 にお ける シロザ ケ放流 尾数 と漁獲 尾数 の推 移(独 立 行 政 法人 水

産 総 合 セ ンターサ ケ マス セ ンターの ホ ームペ ー ジ資料 か ら引用)。

図3

2
.
河

川

環
境

が

サ
ク

ラ

マ
ス

・
ヤ

マ
メ

に

与

え

る
影
響

"

河
川

に
お

け

る
サ
ク

ラ

マ
ス
の
生
態

河
川

に
お
け

る
生
育
期
間

の
長

い
サ
ク
ラ

マ
ス
の
保
全

を
考

え
る
た

め
に
、
生
活
史

に
沿

っ
て
サ
ク
ラ

マ
ス
資

源

の
制
限
要
因
を
検
討
す
る
こ
と
が
重
要

で
あ

る
。
柳
井

(
一

九
九
九
)

は
、

サ
ケ
科
魚

類

の
生
活
史

に
沿

っ
た
生
態
と

環
境
、

サ
ク
ラ

マ
ス
に
対

す
る
人
為
的
影
響

お
よ
び
水
辺

林

の
役
割
を
整
理
し

て
い
る
。

サ
ケ
科
魚
類

は
秋

に
遡
上
し
て
、

サ
ク
ラ

マ
ス
は
河
川

の
中
～
上
流
域

に
産
卵
す
る
。
一
一
～

一
二
月

に
艀
化
し
、

卵
黄
を
吸
収
し
な
が
ら
産
卵
床
内

で
冬
を
越
し
、
三
月
下

旬
か
ら
五
月
上
旬

に
渓
流
に
浮
上
す
る
。
産
卵
床
を
規
定

す
る
ひ
と

つ
の
要
因
は
好
適
な
礫

の
存
在
で
あ
り
、
サ
ク

ラ
マ
ス
は
五
～

一
〇

㎝
程
度
の
礫
サ
イ
ズ
の
場
を
選
択
す

る
。
卵
が
産
卵
床
内
で
艀
化

・
発
育
す
る
時
期
に
も

っ
と

も
重
要
な
の
は
、
新
鮮
な
水
が
礫
問
か
ら
供
給
さ
れ
る
こ

と
で
、
透
水
性
が
低
下
す
る
と
生
存
率
が
低
下
す
る
。
礫

間
の
透
水
性
は
、
泥
の
よ
う
な
細
粒
土
砂
が
く
る
と
失
わ

れ
る
。

浮
上
し
た
サ
ク
ラ
マ
ス
稚
魚
の
平
均
体
長
は
三

・
五

㎝

で
、
植
生
が
繁
茂
し
流
速
の
遅
い
川
岸

に
集
中
す
る
。
融

雪
増
水
で
河
川
全
体
が
速
い
流
れ
の
場
と
な

っ
て
い
る
と

き
に
植
生
の
存
在
は
重
要
で
あ
る
。
六
月
以
降
は
成
長
に

必
要
な
餌
が
豊
富
な
速

い
流
れ
の
場
に
生
活
を
拡
大
し
て

い
く
。
稚
魚
が
成
長
す
る
過
程
で
は
ヨ
シ
や
ヤ
ナ
ギ
な
ど

か
ら
な
る
植
生
カ
バ
ー

(隠
れ
場
)
の
存
在
が
重
要
で
あ

る
。サ

ケ
科
魚
類
の
成
長
や
生
息
密
度
は
水
温
に
大
き
く
影

響
を
受
け
る
。
そ
の
た
め
、
水
辺
林
に
よ
る
太
陽
光
の
遮

断
は
極
め
て
重
要
な
役
割
を
果
た
す
。

η

サ
ク

ラ

マ
ス
幼

魚

の
成

長

に

及

ぼ

す
河

川

環
境

の
影

響

に
関

す

る
調
査

事

例

中
野

(
二
〇
〇
二
)

は
天
塩
川
水
系

の
問
寒

別
川

に
お

い
て
、
サ

ク
ラ

マ
ス
幼
魚
生
息
数
と
河
道

お
よ
び
河
畔
環

境
要
素
と

の
関
連

を
調

べ
た
。
河
道
は

(1
)
大
礫

・
ス

テ

ッ
プ

ー
ル

日
C
S
P

(ス
テ
ッ
プ
プ

ー
ル
河
道

と
は
、

巨
礫
が
流
路
を
横
断

す
る
よ
う

に
並
ん
だ

ス
テ

ッ
プ
構
造

に
よ

っ
て
特
徴
づ
け
ら
れ
て

い
る
)
、
(
2
)
大
礫

・瀬
ー
渕

河
道

(C
R
P
)
お
よ
び

(3
)
小
礫

・瀬
ー
渕

河
道

(F

P
R
)
の
三

つ
に
分
け
ら
れ
、
河
畔

は

(A
)
森
林
、

(B
)

草
原

の
二

つ
に
区
分
け
ら
れ
た
。

サ
ク
ラ

マ
ス
生
息
密
度

は
、
草
地
区
間
よ
り
も
森
林

区
間

で
有
意

に
高
く
、
と
く

に
C
P
R
区
間

で
高

か

っ
た

(表

1
)
。
夏
期
最
高
水
温
は

森
林
区
間
よ
り
草
地
区
間

で
有
意

に
高

か

っ
た
。

カ
バ
ー

率

は
、
森
林
区
間

で
高

く
、
と
く
に
C
P
R
区
間

で
高
か

っ

た
。
単
回
帰
分
析

の
結

果
、

サ
ク
ラ

マ
ス
生
息
密
度
と
有

意

な
関
係
が
認
め
ら
れ
た
変
量

(±
、
'
)

は
、
夏
期
最

高
水
温

(
一
、
○

・
四
五
)
、
平
均
水
面
幅

(
「
、
○

・
二

三
)
、
平
均
水
深

(
一
、
○

・
三
九
)、
巨
礫

(%
)

(
一
、

○

・
一
五
)、

カ
バ
ー
率

(
+
、
○

・
四
五
)

の
五
変
量

の

み
で
あ
り
、
重
回
帰
分
析

を
行

っ
た
と
こ
ろ
、

サ
ク
ラ

マ

ス
生
息
密
度
は
、
夏
期
最
高
水
温
と
カ
バ
ー
率

の
組
み
合

わ
せ
に
よ

っ
て
も

っ
と
も
よ
く
説
明
さ
れ
、
夏
期
最
高
水

温
が
低

い
ほ
ど
、
カ
バ
ー
率
が
大
き
な
ほ
ど
、
高

か

っ
た
。

問
寒
別
川

の
事
例
は
、

河
川
環
境

に
お

い
て
水
辺
林
が
、

調 査 区間 にお け るサ クラマ ス生息 密度(n/100m2)、

夏 期最 高水 温(QC)お よび カバ ー率(%)の 平 均値

表1

CSP CRP FRP

変量
森林 草地 森林 草地 森林 草地

サ クラマ ス密度 2.5 0.6 20.8 0.6 3.9 1.4

夏期最高水温 16.3 23.0 16.0 20.0 16.1 20.3

カバ ー率 0.7 0.4 10.5 5.4 7.0 3.0
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カ
バ
ー
を
提
供
す
る
と
と
も

に
、

日
射
を

さ
え
ぎ

り
水
温

上
昇

を
抑
制
す
る

こ
と
と
、
瀬

と
渕
が
連
続
し

て
存
在
す

る
こ
と
が
ヤ

マ
メ
の
生
息

に
好
適

で
あ

る
こ
と
を
示
し
た

も

の
と
理
解

で
き
る
。

加

サ
ク
ラ

マ
ス
幼
魚

の
成
長
を
支
え

る
陸
上
植
物

の
葉

下
田
ら

(
二
〇
〇
四
)
は
、
北
海
道
石
狩
市
に
近
い
濃

昼

(ご
き
び
る
)
川
で
、
ヤ

マ
メ
の
胃
の
中
の
餌
昆
虫
を

調
べ
、
さ
ら
に
そ
れ
ら
の
昆
虫
が
陸
上
植
物

(主
に
落
葉

と
考
え
ら
れ
る
)
を
利
用
し
て
い
る
の
か
、
河
川
中
の
藻

類
を
利
用
し
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
炭
素
安
定
同
位
体
を

用
い
て
調
査
を
行

っ
た
。
陸
上
植
物
と
河
川
藻
類
の
安
定

同
位
体
比
が
異
な
る
の
で
、
昆
虫

の
安
定
同
位
対
比
を
求

め
る
と
、
そ
の
昆
虫
の
陸
上
植
物
を
利
用
し
て
い
る
割
合

が
わ
か
る
と
い
う
原
理
を
利
用
し
て
い
る
。
計
算
方
法
は
、

ヤ

マ
メ
の
胃
内
容
物
の
昆
虫
量
を
測
定
し
、
ま
ず
、
そ
れ

ぞ
れ
の
昆
虫
が
ヤ
マ
メ
の
体
に
な
る
割
合

(同
化
率
)
を

実
験
で
求
め
る
。
次
に
そ
れ
ら
の
昆
虫
が
ど
れ
だ
け
陸
上

植
物

(ま
た
は
河
川
の
藻
類
)
を
利
用
し
て
い
る
の
か
を

安
定
同
位
体
比
を
用

い
て
測
定
す
る
。
餌
昆
虫
の
陸
上
植

物
利
用
率

に
餌
昆
虫
の
同
化
率
を
掛
け
合
わ
せ
て
、
ヤ

マ

メ
の
成
長
に
お
け
る
陸
上
植
物

の
寄
与
率
を
求
め
る
。
陸

上
植
物
寄
与
率
は
陸
上
昆
虫
の
場
合
は

一
〇
〇
%
、
水
生

昆
虫
の
陸
上
植
物
寄
与
率
は
安
定
同
位
対
比
を
用
い
て
求

め
た
。
解
析
結
果
に
よ
る
と
、
餌
の
昆
虫
を
通
じ
て
ヤ

マ

メ
に
取
り
込
ま
れ
る
陸
上
植
物
の
割
合
は
四
二

・
二
～
七

八

・
一
%
で
あ

っ
た
。
従

っ
て
、
生
葉
や
落
葉
が
ヤ

マ
メ

の
成
長
を
大
き
く
支
え
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

四

人

為
的

環

境

改

変

が

サ
ク

ラ

マ
ス
資

源

に
与

え

る
影
響

(1
)
河
川
横
断
工
作
物

(ダ

ム
な
ど
)
に
よ

る
遡
上
と
降

海
障
害
…
…
ダ

ム
や
頭
首

工
な
ど
の
河
川
横
断

工
作
物
が

サ
ク
ラ

マ
ス
親
魚

の
遡
上

の
障
害

と
な

る
。
知

床

で
は
提

高

の
小

さ

い
落
差
工

(
一
m
以
下
)

に
お
い
て
は
遡
上
が

確
認

さ
れ
た
が
、
提
高

の
高

い
も
の

(
一
・
七

m
)
で
は

遡
上
が
制
限

さ
れ
た
と
報
告

さ
れ
て
い
る
。
遡

上

の
際

に

は
障
害
物

の
下

に
深

い
渕
の
存
在
が
重
要

で
、

一
般
的

に

は
障
害
物

の
高
さ

の

一
・
二
五
倍

の
深
さ

の
渕

が
必
要

と

さ
れ
て

い
る
。
ダ

ム
湖
が
で
き
る
と
、
ヤ

マ
メ
幼
魚

(ス

モ
ル
ト
)

の
降
海
が
阻
害

さ
れ
る
。

ア
メ
リ
カ

の
コ
ロ
ン

ビ
ア
川

の
支
流

ス
ネ
ー
ク
川

の
ダ

ム
湖

で
は
、

サ
ケ
の
稚

魚
を
ダ

ム
湖

か
ら
下
流

に
移
動

さ
せ
る
た
め

に

バ
イ
パ
ス

を
設
置
し

た
が
、
降
海

は
成
功

せ
ず
、
ダ

ム
湖

の
上
流

で

川
を
下

っ
て
く
る
稚
魚

を
捕
獲

し
て
、
ト
ラ

ッ
ク

に
積

ん

で
下
流
ま

で
輸
送
す
る
こ
と
も
行

っ
て
い
る
が

、
そ
れ
で

も
サ
ケ
資
源
を
回
復
で
き
て

い
な
い
。

(2
)
ダ

ム

・
人

工
水
路

な
ど

に
よ

る
産

卵
環

境

の
悪
化

…
…
大
き
な
ダ
ム
や
砂
防
ダ

ム
な
ど

の
河
川
改
修

を
行
う

と
、
下
流

へ
の
礫

の
供
給

が
な
く
な
り
、
河
床

が
低
下
し

て
、
や
が

て
川
岸
が
崩
壊

す
る
。
ま
た
ダ

ム

に
よ

っ
て
礫

や
砂

の
供
給
が
な
く
な
り
、
微
細
な
砂
や
泥
が
増

加
す

る
。

こ
れ
ら

の
結
果
、
川
床
環
境
が
悪
化
し
て
産
卵

場

が
消
失

す
る
。
北
海
道

に
お
け
る
こ
れ
ら

の
実
態

は
稗

田

(二
〇

〇

五
)

の
著
書

に
詳

し
く
述

べ
ら
れ

て
い
る
。

ま
た
、
人

工
水
路
化

さ
れ
た
河
川

で
も
産
卵
場
が
失

わ
れ

る
。

(3
)
森
林

・
水
辺
林
な
ど

の
伐
採

に
よ

る
稚
魚

・
幼
魚

の

生
育
障
害
…
…
水
辺
林

が
作

り
出
す
カ

バ
ー

(魚
類
が
捕

食
者

や
強

い
水
流
か
ら
の
避
難
場
所
と
し
て
利

用
で
き
る

も
の
)
が
幼
魚

の
生
育

に
重
要

で
あ
る
こ
と
は

す
で
に
述

べ
た
。

サ
ク
ラ

マ
ス
の
生
育
限
界
温
度
は
二
五
～

二
六
℃

で
あ
り
、
文
献

に
よ
る
と
水
温
が

一
五
℃
で
は
生
息
密
度

が

一
・
○
尾
/

㎡
で
あ

る
が
、

二
二
℃
付
近
で
は
○

・
二

～
○

・
四
尾
/

㎡
と
な
り
、

二
五
℃
付
近

で
は
生
息

し
て

い
な

い
。
水
辺
林
が
あ

る
と
日
射
を
防
ぎ
水
温
上
昇
を
抑

え
る
が
、
川
幅

が
五
～

一
〇

m
の
小
渓
流

で
は
開
放
区
間

が

一
㎞
を
超

え
る
と
最
高
水
温
は

二
五
℃
を
超

え
る
場
合

が
多
く
な
る

(ω
¢
ひq
一B
o
8

象

ミ
㍉
㊤
竃
)
。
さ
ら
に
、
水

辺
林
は
重
要
な
餌

と
な
る
昆
虫

を
供
給

す
る
。
農
地
造
成

や
そ

の
他

の
要
因

に
よ

っ
て
水

辺
林

や
河
川
近

く
の
森
林

が
伐
採
さ
れ
る
と
、

こ
れ
ら

の
水
辺
林

が
果
た
し
て

い
る

重
要
な
機
能

が
失

わ
れ
て
、
ヤ

マ
メ
の
生
育
障
害

を
引

き

起

こ
す
。

こ
れ
ら

の
こ
と
か
ら
、
サ
ク
ラ

マ
ス
資
源

の
維
持

に
は
、

ダ

ム
な
ど

の
河
川
横
断
工
作
物

を
作

ら
ず
河
川
環
境

の
連

続
性
が
維
持

さ
れ
る
こ
と
、
人
工
水
路

な
ど

に
よ
る
河
川

環
境

の
単
純
化
を

や
め
て
瀬
や
渕
な
ど
の
多
様

な
環
境
を

保
全
す
る
こ
と
が
必
要

で
あ
る
。
さ
ら
に
、
河
畔
林

(水

辺
林
)

に
よ
る
水
温
抑
制
と
、
落
葉
や
生
葉
を
利
用

す
る

生
物

・
昆
虫

が
重
要
な
餌
と
な

っ
て
い
る
こ
と
お
よ
び

カ

バ
ー
を
提
供

す
る
こ
と

に
よ
り
、
ヤ

マ
メ
に
と

っ
て
河
畔

林
は
重
要

で
あ

る
と
言
う
こ
と
が

で
き
る
。

3
.

天
塩

川

の
ヤ

マ
メ

北
海
道
開
発
局

は
、
天
塩
川
流
域
委
員
会

に
様

々
な
資

料
を
提
出

し
、

ま
た

ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ

に
資
料
を
掲
載

し
て

い
る

の
で
、

そ
れ
ら

の
中

か
ら
天
塩
川

の
六
月
の
ヤ

マ
メ

に
つ
い
て
の
調
査
結
果
を
用

い
て
整

理
し
た
。

サ
ン
ル
川

の
二
〇
〇
〇
～

二
〇
〇
五
年

の
調
査
結
果

は
、

天
塩
川
資

料
集

の
11
。

サ
ク
ラ

マ
ス
に
関

す
る
調
査

の

「
サ
ン

ル
川

流
域

の
サ
ク
ラ

マ
ス
幼
魚

(ヤ

マ
メ
)
生
息
密
度
調
査
」

を
用

い
た
。
天
塩
川
資
料
集

に

「名
寄
川
流
域

に
お
け
る
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ヤ

マ
メ
の
生
息
密
度
調
査

(H

一
六
年

六
月
)
」
も
用

い
た
。

天
塩
川
全
域

の
二
〇
〇
五
年
調
査
は
流
域
委
員
会
資
料

48

1

5
-
2
を
用

い
、

二
〇
〇
六
年
調
査

は
同
じ
く
48
-
5

-

1
i
6
お
よ
び

48
1

5
i
1
-

7
を
用

い
、

二
〇
〇
七

年

調
査

は
、

二
〇
〇
七
年

一
一
月

一
四
日

に
開
催
さ
れ
た

「
天
塩
川
魚
類
生
息

環
境
保
全

に
関

す

る
専
門
家

会
議
準

備
会

」
で
示
さ
れ
た
資
料
2
を
用

い
た
。

斜

サ

ン
ル
川

の
ヤ

マ
メ
生
息

密
度

開
発
局

は
六
月

に
図
4
で
示
す
二
〇
調
査
点
で
、

サ
ン

ル
川

の
ヤ

マ
メ
生
息
密
度

を
二
〇
〇
〇
年

か
ら
測
定

し
て

い
る
。
図

5
に
そ
れ
ぞ
れ

の
調
査
点

の
二
〇
〇
〇
～

二
〇

〇
七
年

の
平
均
値

を
示
し
た
。
図

の

x
軸

の
左
か
ら
九
点

(放
牧
地
橋
～
最
上
流

)
は
サ

ン
ル
川
本
流
、

一
の
沢
下
流

～
支
川
合
流
点
ま
で
は

]
の
沢
、
三
輪
橋
～
砂
防
ダ

ム
下

流

ま
で
は
サ

ン
ル

一
二
線

川
、
次

の
二

つ
が
五
号
沢
川
、

最
後
が
幌
内
越
沢
川

で
あ
る
。
本
流

で
は
サ

ン
ル
川
中
流

で
密
度
が

一
・
○
尾
/

㎡
と
高

い
が
、
他
は
比
較
的
低

い

値

で
あ

る
。

一
の
沢

で
は
下
流

で
○

・
八
四
尾
/

㎡
で
あ

る
が
、
上
流

で
は
低

い
。

一
二
線

川
で
は
○

・九
四
～

一
・

二
五
尾
/
㎡
と
高

い
値

を
示
し

て
い
る
が
、
最
上
流

の
砂

防
ダ

ム
下
流
で
は
○

・
一
三
尾
/

㎡
と
極
め
て
低

か

っ
た
。

砂
防
ダ

ム
の
下
流

一
〇
～

二
〇

m
は

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
河

床

(
お
そ
ら
く
河
床
低
下
を
防
ぐ
た
め

に
設
置

さ
れ
た
)

で
、
そ

の
下
流

は
ゴ

ロ
ゴ

ロ
石
が
多

い
。
砂
防
ダ

ム
の
下

流

で
は
砂
防
ダ

ム
に
よ

っ
て
砂
供
給
が
な
く
な
り
、
下
流

の
砂
が
失

わ
れ
て
、
大

き
な
石
だ
け

に
な
る
こ
と
が
し
ば

し
ば
生
じ
る
の
で
、
産
卵
環
境

の
悪
化
を
引

き
起

こ
し

た

と
考
え
ら
れ
る
。
五
号
沢
川

と
幌
内
越

沢
川
で
は
最
も
高

か

っ
た
。
本
流

よ
り

は
支
流

(
一
二
線
川
、

五
号
沢
、
幌

内
越
沢
川
)

で
生
息
密
度
が
高

か

っ
た
が
、
支
流

の

一
の

沢
だ
け
は
低

か

っ
た
。

六
月

一
日

に
ヤ

マ
メ
釣

り
が
解
禁

図4サ ンル川におけるヤマメ生息密度調査地点

に
な
り
、

一
の
沢

に
は
多
く

の
釣

り
師

が
入
る

の
で
、
釣

り

に
よ
る
減
少

の
可
能
性
が
考

え
ら
れ
る
。

二
〇
〇
〇
～

二
〇
〇
七
年

の
六
月

の
サ
ン

ル
川

に
お
け

る
ヤ

マ
メ
生
息
密
度

の
平
均
値

の
経
年
変
化

(図

6
)
を

見
る
と
、

二
〇
〇

二
、

二
〇
〇
六
お
よ
び

二
〇

〇
七
年
を

除
く
と
、
○

・
七
～

一
・
二
尾
/

㎡
の
高

い
値

で
経
過
し

て
い
る
。

二
〇
〇

一
年
九
月

=

日
に
真
勲
別

ピ
ー
ク
流

量
が
七
三
二
㎡
/

s
の
洪
水
が
記
録

さ
れ
て

い
る
の
で
、

こ
の
洪

水

に
よ

る
サ

ク
ラ

マ
ス
産
卵
床

の
破

壊

に
よ

っ

て
、
こ
の
年

の
艀
化
量
が
減
少
し
た
結
果
、

二
〇
〇
六
年

の
ヤ

マ
メ

(主

と
し
て
0
+
)
生
息
密
度

が
低

か

っ
た
可

能
性
が
考

え
ら
れ
る
。

二
〇
〇
六
年

五
月

に
サ

ン
ル
川

・

名
寄
川
周
辺

で
融
雪
洪
水
が
発
生
し
て

(名
寄

川
基
準
点

曄
田
蜘
ミ
瓢
翻
痙
撃

曄
岳
量
淵

4
、堤
如

退
ド
く
臥
趣
命

燦
駄

皿

亜
、琿
愈
騙
ヨ
醸

曄
簿
田

4
、塚
愈
ミ
悩

駕
周
曜

琿
判
ε
当
寸

駕
ト
=
「焉
e
-

堤
判
畷

ム
ー
冬
捌
奨

曄
駆
2

退
如
繕
日

曄
駆
9

運
岳
ミ
ミ
八
恥

曄
駆
鴎

駕
」
L
一ヘミ
八
争

碧
鼻
超

8

6

4

2

1

8

6

4

2

0

1
⊥
1
■
1
⊥
1
⊥

(
U
(
)
(
)
(
)

(。心
日

＼
囲

)

想

鄭

.四
、酬

凶
卜

亭

6月 にお け るサ ンル 川20調 査 点 の2000～2007年 の平 均 ヤマ メ生 息密度図5

の
真
勲
別

の
ピ
ー
ク
流
量

は
未
公
表
)
、
ヤ

マ
メ
が
下
流

に

流

さ
れ
た
た
め
六
月
調
査

の
サ
ン

ル
川

の
ヤ

マ
メ
生
息
密

度

が
低

か

っ
た
と
推
定

さ
れ
る
。

二
〇
〇
六
年

一
〇
月

の

洪
水

(真
勲
別

の
ピ
ー
ク
流
量

は
未
公
表
)

に
よ

っ
て
サ

ン

ル
川
の
サ
ク
ラ

マ
ス
産
卵
床

が
破
壊
さ
れ
た

こ
と
は
開

発

局

の
調
査

で
明
ら
か
に
さ
れ
て

い
る
の
で
、

二
〇
〇

七

年

の
0
+
ヤ

マ
メ
生
息

密
度

が

低

か

っ
た

と
考
え

ら

れ

る
。
な

お
、
二
〇
〇
二
年

の
0
+
生
息
密
度
が
低

い
の
で
、

〇

三
年
に
降
海
し
、
〇
四
年

に
親
魚
が
遡
上
す

る
の
で
、
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M

揺

-

鎚

㎝

胴

㎎

o

邸

(N鐸
＼哩
)
曲
蝉
.四
、ぜ

凶
卜
亭

二
〇
〇
五
年

の
ヤ

マ
メ

(〇
+
)
生
息
密
度

も
低

い
と
予

想

さ
れ
る
が
、
実
際

に
は
高

い
密
度

で
あ

っ
た

(図

6
)
。

高

い
密
度

に
な

っ
た
原
因

と
し
て
は
、
(
!
)
二
〇
〇

二
年

に
0
+
の
密
度
が
低

い
た
め
に
餌
条
件
が
よ
く
て
二
〇
〇

三
年

の
ス
モ
ル
ト
量
が
多

か

っ
た
こ
と
、
(2
)
餌
条
件
が

よ
か

っ
た
の
で
健
全
な
ス

モ
ル
ト
が
多
く
、
海
域

に
お
け

る
サ
ク
ラ

マ
ス
の
生
き
残

り
が
多

か

っ
た
、
(3
)
二
〇
〇

四
年

の
遡
上
量

は
少
な
か

っ
た
が
、
産
卵
後

の
艀
化
量
が

多

か

っ
た
な
ど
の
可
能
性

が
考

え
ら
れ
る
が
、
原
因
を
特

定

で
き
な

い
。

"

サ

ン

ル
川

以

外

の
天

塩
川

の

ヤ

マ
メ
生

息
密

度

サ
ン
ル
川
以
外

の
天
塩
川
水
系

で
は
、
二
〇

〇
四
年

六

月

に
名
寄
川
流
域
、

二
〇
〇

五
年
以
降

に
六
月

に
全
域

で

調
査
が
実
施

さ
れ
て

い
る
。
調
査
結
果
を
、
名

寄

川
合
流

点

よ
り
下
流
域

に
つ
い
て
は
本
流
下
流
部
、
サ

ン
ル
川
を

除

く
名
寄
川
域

を
名

寄
川
、
合
流
点
よ
り
上
流

の
本
流

を

本
流
上
流
部
と
し

て
整

理
し
て
、
図

7
に
示
し

た
。
二
〇

〇
四
年

の
名
寄
川

の
調
査
数

は

n
11
20
、
二
〇

〇
五
年

の

調
査
数

は
、
本
流
下
流
部

は

n
目
18
、
名
寄
川
は

n
U
14
、

サ

ン
ル
川
は

n
11
20
、
本
流
上
流
部

は
n
11
5

で
あ
り
、

二
〇
〇
六
年
と

二
〇
〇
七
年

は
、
本
流
下
流
部
は

n
11
83
、

名
寄
川

は

n
目
26
、
サ

ン
ル
川

は

n
昌
20
、
本

流
上
流
部

は

n
11
22
で
あ

っ
た
。
洪
水

の
影
響
を
受
け

て

い
な

い
二

〇
〇
四
年

の
サ

ン
ル
川

の
平
均

ヤ

マ
メ
生
息
密

度

は
○

・

九
五
尾
/

㎡
、

二
〇
〇
五
年

の
サ
ン
ル
川

の
平

均

の
ヤ

マ

メ
生
息
密
度
は

一
・
〇
七
尾
/

㎡
で
あ
り
、
天

塩
川

の
他

2004年6月 ヤ マ メ 生 息密 度

サ ンル川名寄川

-

㎝

㎝

咀

昭

。

(N
ヨ
＼
遡
)
運
奪
.脚
酬

X
鰍
斗

2005年6.月 ヤ マ メ 生 息密 度

1.2

N1 .0

葺
＼0.8

翼
)0 .6

葦 ・・4
皿90 .2←

0.0

本流上流部サ ンル川名寄川本流下流部

2006年6月 ヤ マ メ 生 息 密 度

水
域
と
比
べ
て
格
段
に
高
い
値
で
あ

っ
た
。
二
〇
〇
六
年

に
は
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
融
雪
洪
水

の
影
響
で
ヤ
マ
メ

が
下
流

に
流
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
り
、
サ
ン
ル
川
の
ヤ
マ

メ
生
息
密
度
は
二
〇
〇
五
年
に
比
べ
て
約
1
/
3
に
な
っ

て
い
る
が
、
他
水
域
で
は
変
化
が
小
さ
か

っ
た
。
二
〇
〇

七
年

に
は
、
二
〇
〇
六
年
の
名
寄
川
周
辺
域
の
戦
後
最
大

に
近

い
洪
水
に
よ

っ
て
産
卵
床
が
破
壊
さ
れ
た
た
め
と
想

定
さ
れ
る
が
、
ヤ
マ
メ
生
息
数
は
二
〇
〇
四
年
お
よ
び
二

〇
〇
五
年

の
約
1
/
5
と
な
り
、
名
寄
川
の
生
息
数
も
減

少
し
た
が
、
そ
の
他
の
水
域
の
変
化
は
少
な
か
っ
た
。

4
.

サ

ン

ル
川

の
ヤ

マ
メ
生

息

密
度

が
高

い

要

因

サ

ン
ル
川
は
サ
ク
ラ

マ
ス
が
遡
上
し
、
ヤ

マ
メ
の
多

い

川
と
し

て
知
ら
れ
て

い
た
が
、
こ
の
こ
と
は
調
査
結
果

(図

7
の
二
〇
〇
四
、
二
〇
〇
五
年
)

で
裏

付
け
ら
れ
た
。
そ

こ
で
、
サ

ン
ル
川

に
お

い
て
ヤ

マ
メ
生
息

数
が
多

い
要
因

0.40

(0 .35

∈O.30

壷0・25)0
.20

超0.15

鄭0 .10

覇 ・.・5
0.00

サンル川 本流上流部名寄川本流 ド流 部

2007年6月 ヤ マ メ生 息 密 度

0.4

00.35

ε0.3

重0・25)0 .2

遡0.15

奪o.1
皿 己
1.㍉0 .05
で

0

本流 ド流部 名寄川 サンル川 本流上流部

図7天 塩 川水 系 にお け る6月 のヤ マ メ生 息密 度

(2004～2007年)
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に

つ
い
て
検
討
し
た
。

"

砂
防
ダ

ム
な
ど
の
河
川
横
断

工
作
物
が
少
な

い

二
〇
〇
七
年

一
一
月

一
四
口
に
開
催
さ
れ
た

「
天
塩
川

魚
類
生
息
環
境
保
全
に
関
す
る
専
門
家
会
議
準
備
会
」
(北

海
道
開
発
局
主
催
)
に
出
さ
れ
た
資
料
に
よ
る
と
、
天
塩

川
流
域
の
河
川
延
長
三

・
五
㎞
を
越
え
る
四

一
八
の
う
ち

二
〇
六
河
川
に
つ
い
て
調
査
し
た
結
果
、
九
四
河
川

一
六

六
箇
所
で
魚
道
な
し
と
判
定
さ
れ
た
河
川
横
断
工
作
物
が

存
在
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
調
査
し
た
う

ち
四
六
%

の
河
川
に
お
い
て
サ
ク
ラ

マ
ス
の
遡
上
を
困
難

に
し
て
い
る
工
作
物
が
存
在
し
て
い
る
。

一
方
、
サ
ン
ル

川
で
は
サ
ン
ル

=

一線
川
の
上
流
に
砂
防
ダ
ム
が

一
基
存

在
す
る
だ
け
で
あ
り
、
河
川
横
断
工
作
物
が
ほ
と
ん
ど
な

い
こ
と
が
サ
ン
ル
川
で
サ
ク
ラ
マ
ス
/
ヤ
マ
メ
が
多

い
要

因
の
ひ
と

つ
と
考
え
ら
れ
る
。

㎎

連
続
的
な
瀬
と
渕
の
存
在

サ
ン
ル
川
で
は
大
規
模
な
河
川
改
修
工
事
が
行
わ
れ

ず
、
サ
ン
ル
川
本
流
お
よ
び
支
流
で
は
自
然
の
ま
ま
の
瀬

と
渕
が
連
続
し
て
お
り
な
す
渓
相
を
示
し
て
い
る
。
サ
ク

ラ
マ
ス
に
限
ら
ず
渓
流
魚
の
生
息

に
は
、
餌
を
得
る
、
酸

素
が
多

い
な
ど
活
発
に
活
動
す
る
瀬
と
休
息
の
た
め
の
渕

の
存
在
が
重
要
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
の
で
、
サ

ン
ル
川
の
瀬
と
渕
の
連
続
し
た
存
在
も
サ
ク
ラ
マ
ス
が
多

い
要
因
と
考
え
ら
れ
る
。

昭

河

畔

林

の
寄

与

サ

ン
ル
川

は
河
畔
林

が
発
達

し
て

い
て
、

カ
バ
ー
率
も

高

い
と
考
え
ら

れ
る
。
器
で
述

べ
た
よ
う

に
、

こ
の
こ
と

が
夏
期

の
水
温
上
昇
を
抑

え
、
休
息
域

も
十
分
存
在
し
て
、

ヤ

マ
メ
の
成
長

に
寄
与
し
て

い
る
。
冬

季
に
艀
化
し
た
幼

魚

が
過
ご
す
た
め

の
深

み
や
流
木

も
豊
富

で
あ
る

。
ま
た
、

器
で
述

べ
た
よ
う

に
河
畔

林
が
供
給

す
る
落
葉
が

ヤ

マ
メ

の
成
長

を
支
え
て

い
て
、
さ
ら

に
多
く

の
落
下
昆
虫

も
ヤ

マ
メ

の
成
長

に
重
要

で
あ
る
。

"

川

の
底
質

サ

ン
ル
川
流
域

の
地
質
は
複
雑
な
火
山
活
動

に
よ
り
成

り
立
ち
、
サ
ン
ル
層

(凝
灰
岩
類
)
や
何
種
類
も

の
火
山

噴
出
物
が
複
雑

に
組
合

わ
さ
れ

て
い
る
。

こ
れ
ら

の
岩
石

か
ら

形
成

さ

れ
る
底

質

は
特

有

の
ザ

ク
ザ

ク
サ

ラ
サ

ラ

で
、
サ
ク
ラ

マ
ス
の
産
卵

に
適
し

て
い
る
と
言

わ
れ
る
五

～

一
〇

㎝
の
礫
が
豊
富

に
存
在
し
、
水

の
透
過
性

が
非
常

に
良

い
。
小
さ
く

と
も

凹
凸
が
あ
り
、
水
生
昆
虫

が

し

っ

か
り

つ
か
ま
る
こ
と
が
可
能

で
あ

る
た
め
水
生
昆

虫

が
多

い
。

サ
ン
ル
川
は
ほ
と
ん
ど
濁

る
こ
と
が
な
く
、

産
卵
床

に
泥
が
た
ま
る
こ
と
は
な
く
、
産
卵
床
と
し
て
優

れ
て

い

る
。

価

流
域
が
保
全
さ
れ
て
い
る

サ
ン
ル
川
流
域

の
農
地
が
ダ
ム
用
に
買
収

さ
れ
た
た

め
、
農
薬
、
家
畜
の
し
尿
や
堆
肥
汁
な
ど
が
流
入
し
な
く

な

っ
た
。
そ
の
た
め
自
然
再
生
が
進
み
、
自
然
に
近
い
状

態
に
維
持
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
自
然
再
生
の
進
行
が
、
こ

こ

一
〇
年
間
で
サ
ン
ル
川
の
サ
ク
ラ
マ
ス
が
増
え
た
大
き

な
要
因
と
考
え
ら
れ
る
。

5
.
サ
ン
ル
川

の
貴
重
な
自
然
環
境

の
認
識

と
保
全
の
重
要
性

サ

ン
ル
川

で
は
本
流

お
よ
び
支
川

の
ほ
と
ん

ど
で
サ
ク

ラ

マ
ス
が
遡
上
し
、
産

卵
す
る
。

そ
の
要
因
と

し
て
考
え

ら
れ
る
の
は
、
上
述

し
た
よ
う

に
、
河
川
横
断

工
作
物
が

な
い
こ
と
、
自
然

の
川

に
備

わ

っ
た
瀬
と
渕

が
連
続
し
た

存
在
、
豊

か
な
森
林
、
産
卵

に
適
し
た
底
質

が
上
げ
ら
れ

る
。

こ
の
サ

ン
ル
川

に
お
け
る
ダ

ム
建
設

は
こ
の
よ
う
な

豊

か
な
環
境
を
無

に
帰
す
る
可
能
性
が
極

め
て
高

い
。
サ

ン
ル
川

に
ダ

ム
が
作
ら
れ
れ
ば
、
佐

々
木

(二
〇
〇
七
)

が
二
風
谷
ダ

ム
に

つ
い
て
述

べ
た
よ
う

に
、

サ
ク
ラ

マ
ス

資
源
が
減
少
す

る
可
能
性
は
き
わ
め
て
高

い
。

と
く

に
問

題
な
の
は
、

サ
ク
ラ

マ
ス
が
魚
道

を
遡
上
し
、
ダ

ム
湖

の

上
流

で
産
卵

で
き
た

と
し

て
も
、
上
流

で
艀
化
し
た
ヤ

マ

メ
が
ダ

ム
湖

で
降
海

で
き
な
く
な
る
こ
と

で
あ
る
。
魚
道

を
遡
上

し
て
、
ダ

ム
湖
上
流
部

に
産
卵

で
き
る
サ
ク
ラ

マ

ス
が
、
ダ

ム
が
な

い
と
き
に
比

べ
て
仮

に
八
○
%
、
ダ

ム

湖

に
よ

っ
て
失

わ
れ
た
産
卵
床

の
割
合
が
仮

に

一
〇
%

と

仮
定
す
る
。

こ
の
親
魚

か
ら
生
ま
れ
た
ス
モ
ル
ト
が
ダ

ム

湖
を
降
海

す
る
量
は
ダ

ム
が
な

い
と
き
に
比

べ
て
仮

に
六

〇
%
と
仮
定
す
る
。
そ
う
す
る
と
、
最
初

に
遡
上
し
た
サ

ク
ラ

マ
ス
が
三
年
後

に
遡
上
し
て
く

る
量
は
ダ

ム
が
な

い

と
き
と
比

べ
て
四
三
%
と
な
り
、
そ

の
三
年
後

は

一
九
%

に
減
少
す

る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う

に
し
て
サ
ン
ル
ダ

ム
に
よ

っ
て
サ
ク
ラ

マ
ス
が
減
少

し
て
い
く
と
、
ダ

ム
湖

の
上
流

に
は
サ
ク
ラ

マ
ス
の
再
生
産

に
好
適

な
環
境
が
あ

る
の
に
、

サ
ク
ラ

マ
ス
は
そ

の
環
境
を
利
用

で
き
な
く
な

る
。

こ
の
よ
う
に
、
ダ

ム
は
再
生
産
環
境
を
消
失

さ
せ
、

遡
上
お
よ
び
降
海

に
対
し

て
障
害
を
作
り
出
し
、
サ
ク
ラ

マ
ス
資
源

に
重
大

な
影
響
を
与
え
る
。

サ
ン
ル
ダ

ム
の
重

大
な
問
題
点

は
、

天
塩
川
水
系

で
様
々
な
河
川
横
断
工
作

物
を
設
置
し

て
サ
ク
ラ

マ
ス
を
減
少
さ
せ
た
上

で
、
工
作

物
が
存
在
せ
ず
、
も

っ
と
も
サ
ク
ラ

マ
ス
資
源
が
豊
富

な

河
川

に
ダ

ム
を
計
画
し
た
こ
と
で
あ

る
。
ダ

ム
建
設
を
行

う
前

に
、

サ
ク
ラ

マ
ス
/

ヤ

マ
メ
が
豊
富

な
サ
ン
ル
川
環

境

の
重
要
性
を
認
識
し
、
豊
か
な
環
境

の
保
全
方
策
を
検

討

す
る
こ
と
が
重
要

で
あ
る
。
そ
の
上

で
改
め
て
ダ

ム
計
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画
の
是
非
を
検
討
す
べ
き
で
あ
る
。
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氏
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ン
ル
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。
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サ ク ラマス の稚魚(帰 山原 図)

「北 の さか なた ち」(北 日本 海 洋 セ ンター、1991)か ら

、

サ ク ラマス

サ ケ 目Salmoniformesサ ケ 科Salmonidae

「北 の さか なた ち」(北 日本海 洋 セ ンター、1991)か ら
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